
令和３年度年次報告

課題番号：HRO_01

（1）実施機関名：

北海道立総合研究機構　産業技術環境研究本部　エネルギー・環境・地質研究所

（2）研究課題（または観測項目）名：

北海道内の活火山の地球物理学的・地球化学的モニタリング

（3）関連の深い建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(4) 中長期的な火山活動の評価

イ. モニタリングによる火山活動の評価

（4）その他関連する建議の項目：

1 地震・火山現象の解明のための研究
(4) 火山現象の解明とモデル化

ア. 火山現象の定量化と解明

（5）総合的研究との関連：

（6）本課題の５か年の到達目標：

　北海道における火山噴火災害を軽減するため、特に活動的な火山を対象として継続的な地球物理学
的・地球化学的モニタリングを行い、火山活動の現況を把握し、噴火の先行現象やそれに続く火山現
象を捉える。また、熱水系の発達している火山（倶多楽など）においては、熱水系の構造や熱水の化
学成分の変化などを検討し、観測されている地殻変動や地震活動との関係を明らかにする。

（7）本課題の５か年計画の概要：

　雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山及び北海道駒ヶ岳において、噴火の先行現象などの火
山活動の変化を捉えるために、地殻変動や、地温、温泉水・噴気の化学成分・同位体比等の各種モニ
タリングを継続的に行う。
　倶多楽や十勝岳など熱水系の発達している火山については、これまで蓄積したモニタリングデータ
の再検討を行うとともに、熱水変質調査や電磁探査など多項目の調査・観測を必要に応じて行い、火
山体の内部構造や熱水系の構造などを検討する。それによって得られた知見を基に、各火山における
適切な観測体制の構築を随時行う。
　得られたモニタリングデータなどは気象庁や大学と共有するとともに、地元自治体等へ情報を提供
する。

（8）令和３年度の成果の概要：

・今年度の成果の概要
　当初の計画通り、雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山及び北海道駒ヶ岳において、地球物
理学的・地球化学的モニタリングを継続して行い、火山活動の変化を捉えるためのデータの蓄積を行っ
た。また、倶多楽（登別地域）と北海道駒ヶ岳については、熱水系の検討を行った。得られたデータ
については、気象庁や大学、地元自治体と随時情報共有を行っている。

（１）雌阿寒岳



　噴気・温泉水の地球化学的観測、GNSS連続観測及び地下水位連続観測を行った。雌阿寒温泉で
は2017年頃から温度やCl濃度の上昇が続いている。一方、湯の滝やオンネトーではClやSO4濃度
が2020年と比較して低下した。特に湯の滝では、2019年頃から低下傾向が続いている。中マチネシ
リ火口の噴気の温度（約200℃）や化学成分には大きな変化はなかった。噴気凝縮水の酸素・水素同位
体比は、2018年以降はそれ以前と比較してやや重い値を示しており、2021年もその傾向が続いた。

（２）十勝岳
　噴気・温泉水の地球化学的観測、火口域での地温連続観測、GNSS連続観測及び地下水位連続観測を
行った。温泉水の化学成分や温度はここ数年ほぼ横ばいで推移しており、2021年も大きな変化は認め
られなかった。大正火口の噴気の温度（約300℃）や凝縮水の酸素同位体比には大きな変化はないが、
凝縮水の水素同位体比は2013年以降徐々に軽くなる傾向がある。振子沢噴気孔群は450℃以上の高温
状態が続いており、その噴気の凝縮水の酸素・水素同位体比はこれまでと同様に島弧のマグマ水と類
似した値を示した。62-1火口の地温は、2020年は50℃程度で推移したが、2021年は2016～2018年
頃と同様に90℃程度まで上昇した。

（３）樽前山
　噴気・温泉水の地球化学的観測と火口域での地温連続観測を行った。A火口とB噴気孔群の噴気温度
はそれぞれ約400℃および約250℃で、徐々に低下する傾向が続いている。A火口とB噴気孔群の噴気
は2008年から2012年まで硫黄化合物の濃度低下が認められたが、それ以降は横ばいで推移している。
一方、どちらの噴気域でも凝縮水の酸素・水素同位体比は2012年以降、徐々に重くなる傾向が続いて
いるが、2019年頃からはこの傾向が鈍化してきた。山麓の温泉水の化学成分は1998年の観測開始以
降、濃度低下が続いていたが、2011年頃から横ばいとなり、2021年もその傾向が続いた。

（４）倶多楽
　温泉水と噴気の地球化学的観測を行った。大正地獄や大湯沼、奥の湯などでの観測のほか、地獄谷
の主要泉源でも観測を行った。日和山では検知管を用いた噴気成分の観測と、噴気凝縮水の酸素・水
素同位体比の観測を行った。いずれの観測でも、火山活動に関係する顕著な変化は認められなかった。
また、観測で得られたデータに加えて、熱水変質鉱物の検討を行うとともに、既存研究での電磁探査
結果をふまえて、登別地域の熱水系について検討した。

（５）有珠山
　噴気観測と地下水位連続観測を行った。山頂のI火口の噴気温度（約400℃）と噴気凝縮水の酸素・
水素同位体比には大きな変化は認められなかった。また、山麓の地下水位は洞爺湖の水位と連動して
変化しており、2021年3月に一時的に火山性地震が増加した際も大きな変化はなかった。

（６）北海道駒ヶ岳
　温泉水の地球化学的観測と火口域での噴気温度観測、山麓域での地下水位連続観測を行った。山麓
の温泉水の温度・化学成分や、噴気温度に大きな変化はなかった。山麓の地下水位に火山活動に関連
した変化は認められなかった。また、温泉観測で得られたデータに加えて、噴出物中の熱水変質鉱物
の検討を行い、火山体内部の熱水系について検討した。

（７）その他の火山
　アトサヌプリで噴気観測を、恵山で噴気・温泉観測を行った。噴気凝縮水の酸素・水素同位体比や、
温泉水の温度や化学成分に大きな変化は認められなかった。

・「関連の深い建議の項目」の目的達成への貢献の状況

（9）令和３年度の成果に関連の深いもので，令和３年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：

・論文・報告書等
Tanaka, R., Y. Yamaya, M. Tamura, T. Hashimoto, N. Okazaki, R. Takahashi, and T.
Mogi,2021,Three-dimensional inversion of audio-magnetotelluric data acquired from the crater
area of Mt. Tokachidake, Japan.,Earth, Planets and



Space,73,doi.org/10.1186/s40623-021-01502-4
Takahashi, R.,2022,Mineralogical and geochemical investigations for subvolcanic hydrothermal
alteration environments at an active volcano: An example of Hokkaido-Komagatake volcano,
Japan,J. Volcanol. Geotherm. Res.,423,doi.org/10.1016/j.jvolgeores.2022.107497

・学会・シンポジウム等での発表

（10）令和３年度に実施した調査・観測や開発したソフトウエア等のメタ情報：

項目：火山：地球化学：噴気ガス・土壌ガス
概要：噴気を採取し、化学成分や同位体比を測定した。
既存データベースとの関係：
調査・観測地域：北海道雌阿寒岳、アトサヌプリ、十勝岳、樽前山、日和山、有珠山、恵山
調査・観測期間：
公開状況：公開留保中（公開時期・ポリシー未定）

項目：火山：地球化学：採水
概要：温泉水を採取し、化学成分や同位体比を測定した。
既存データベースとの関係：
調査・観測地域：北海道雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、北海道駒ヶ岳
調査・観測期間：昨年度より継続-次年度も継続予定
公開状況：公開留保中（公開時期・ポリシー未定）

（11）令和４年度実施計画の概要：

　雌阿寒岳、十勝岳、樽前山、倶多楽、有珠山および北海道駒ヶ岳において、温泉水や噴気の地球化
学的観測や、地下水位観測、地温観測、地盤変動観測などを継続する。十勝岳や倶多楽など熱水系の
発達している火山については、これまで蓄積したモニタリングデータの再検討を行うとともに、熱水
変質調査などを加えて、熱水系の構造などを検討する。得られたモニタリングデータなどは気象庁や
大学と共有するとともに、地元自治体等へ情報を提供する。

（12）実施機関の参加者氏名または部署等名：

エネルギー・環境・地質研究所地域地質部地質防災グループ
他機関との共同研究の有無：無

（13）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：北海道立総合研究機構エネルギー・環境・地質研究所
電話：011-747-2454
e-mail：takahashi-ryo@hro.or.jp
URL：http://www.hro.or.jp/eeg.html

（14）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：高橋良
所属：地域地質部 地質防災グループ


